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本 報 告 は′ プ
リ ツ ジ ト ラ ン ス ポ ー タ ~の 耐 力 を 調 査 す る 基 礎 資 料 と し て ,応 力 測 定 を

行 つ た 結 果 の 概 要 で あ る .

ま1定 し た ト ラ ン ス ポ ー タ
~は 写 真 か よ び

図 一 /に 示 す よ う な `ト ン グ ラ ブ 橋 型 ク レ

ー ン で 昭 和 7年 に 製 造 さ れ た も の で あ る 。

応 力 洒1定 に あ た つ て は ト ラ ス わ よ び ク レ

ー ン ガ ー ダ ~に 生 す る 静 的 わ よ び 動 的 応 力

の 実 体 を つ か み,  異 常 応 ヵ の 有 無 ,  計 計

算 値 と の 関 係 を 明 か に す る こ と を 主 眼 と し

た .

静 的 応 力 の 測 定 は 図 ― / ,② に 示 す 断 面 の ト ラ ス 各 部 材 に 2ダ 点 ,  同 断 面 に トロ リ ー を

置 い た 時,  ダ タ の 車 輪 の 下 に な る ガ ー グ ー 断 面 に 2“ 点 ,  そ れ ぞ れ グ ー ジ を 貼 付 し た .

図 ―
ι② に 示 す 部 分 で は ′ 対 傾 構 部 材 と ガ ー ダ ー の 主 要 点 /∫ 点 に ,安 定 脚 は 図 ―F pに 示

す 水 平 断 面 の 各 部 材 / 2点 に つ い て 測 定 を 行 つ た 。 測 点 総 数 は 7∫ 点 で あ る .

載 荷 方 法 は ト ラ ス と ガ ー グ ー に 対 し て ,マ ジ ト ロ リ ー (自 重 7′ ト ン )を 安 定 脚 上 に

置 い た 場 合 を

零 点 と し  ト

ラ ス 中 央 に 載

荷 し た 場 合 の

応 力 を 測 定 し

た 。 安 定 脚 に

つ い て は ′ ト

ロ リ ー を 揺 脚

上 に 置 ぃ た 時

を 零 点 と し,

ト ラ ス 中 央 ′

安 定 脚 上 ′ 張

出 部 え 載 せ た

各 場 合 に つ い

て 測 定 tンた .
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動 的 試 験 と し て は ,  ト

に よ る 走 行 ,停 止 ,施 回

に よ る 石 炭 の 積 卸 し 等 の

材 応 力 を 測 定 し た .な わ

の プ ラ ツ トホ ー ム に ,水

つ け  ト ラ ス の 軸 方 向 わ

方 向 に つ い て ,  マ ン ト ロ

振 動  ト ラ ン ス ポ ー タ …

等 を 測 定 し た 。  ト ラ ス

の 岡」節 に よ り生 す る 二

次 応 力 を 計 算 に 加 え ,

測 定 値 と 比 較 す る と表

― /の よ う に な る 。

ま た 下 ;伝材 に つ い て は

ク レ … ン ガ ー グ ー の 効

果 を 考 え て あ る .

ク レ ー ン ガ ー グ … の

測 定 結 果 か ら 中 立 軸 を

求 め る と 下 側 フ ラ ン ジ

よ り “ 7′ C mの と こ ろ

― プ レ ー トを 考 慮 し て 計

●れ の 所 に な り両 者 は か

れ は ,  ク ン ー ン ガ ー ダ ー

と し て 作 用 し て い る た め

し て い る 結 果 ,計 算 に よ

求 め た 中 位 軸 の 方 が 高 く

近 〈 な つ て い る も の と考

つ い て は 軸 方 向 力 の 最 大

こ と が 判 明 し た 。 ト ラ ス

え ら れ る 。 以 上 の 実 験 は

モ ー メ ン トを 与 え る 位 置

で 最 大 曲 げ モ ー メ ン トを

に な る 。 さ ら に 動 的 応 力

ロ リ ー が 一 度 走 行 す る と

ら れ る 。 振 動 に つ い て は

振 動 が 起 り ,  ト ラ ン ス ポ

定 結 果 か ら全 体 と し て は

リ ー の 各 種 速 度

グ ラ ブ パ ケ ツ ト

作 業 中 に 生 や る 部

同 時 に ,安 定 脚 上

平 動 変 位 計 を 据 え

よ び 直 角 方 向 の 2

リ ー の 走 行 に よ る

の 走 行 に よ る 振 動

の 静 的 応 力 は 格 点

で ,レ ー ル お よ び カ バ

算 し た 中 立 軸 は “ θ 3

な り 相 違 し て い る 。 こ

が ト ラ ス 下 弦 材 の 一 部

に 軸 方 向 引 張 力 が 作 用

る 中 位 軸 よ り実 験 か ら

換 言 す れ ば 圧 縮 側 に

表 ― /  ト ラ ス の 応 力 ( κ 8か 2)

表 ¨

部   材 髪 大 応 力 振 動 時 許 容 応 力

上 ヲ去材 守 ∫ 2` ― ∫ 7 2 ― /θ θ 9

斜  材 + /∫ , + / 7 3 十 //9/

下弦 材 +∫ `“ + `θ ダ 十 /′ θ θ

ガー ダ ー + 7 3 , + `θ る + / 2θ θ

対 傾 構 + 7 5 ` +′ 2 3 + / 2θ θ

( l r 9 / m 2 )

え ら れ る。  安 定 脚 に

/“ 2 1か で` ,全 体 と し て あ ま り大 き な 応 力 が 発 生 し て い な い

の 各 部 材 と も動 的 応 力 は 静 的 応 力 の 9 %程 度 増 加 し て い る と 考

空 の パ ケ ツ トに よ る 実 験 で あ る し ,  ト ラ ス の 各 部 材 も 最 大 曲 げ

で の 実 n l lでは な い の で ,パ ケ ツ トに よ トン の 荷 重 が 入 つ た 場 合

生 ず る 断 面 の 各 部 に 換 算 し て 最 大 応 力 を 求 め る と 表 - 2の 結 果

の 増 加 を , %と す る と表 - 2第 2欄 に 示 す 応 力 に な る 。 マ ン ト

断 面 の い づ れ か の 個 所 で こ の 表 の 最 大 応 力 に 達 す る も の と考 え

,ト ロ リ ー の 走 行 時 に 運 転 状 況 に よ つ て 非 常 に 大 き な 軸 方 向 の

― タ ー を 横 行 さ せ る 時 ト ラ ス と 直 角 方 向 に 大 き く振 動 す る .測

柔 構 造 で 比 較 的 長 い 週 期 の 構 造 物 で あ る こ とが 結 論 さ れ る 。

部 材 。位 置
測 定 値 計 算 1直

長λヂ
/次 2 次 合 計 /次 2次 合 計

上 7 4材

_L 縁 276 ― ダ 3 -3/, -3/S - 2ダ 33, , ダ

下 縁 … 27` + 7タ … 2θ 2 -3/S + “ / -27ダ 7 “

斜  材

上 縁 + 7“ - 23 + 7/ +//2 一 /` + '7 7 3

下 縁 + 9タ + 23 +//7 +//2 十 /∫ 十 /127 , 2

下 弦 材
上 縁 +229 ― ∫ 2 十 /77 +2`θ - 33 +2ダ 7 7 2

下 縁 +22, + ∫ 2 +2`/ +2′ θ + 33 +3/3 , θ
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